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1. はじめに 
 

東海大学では、ほとんどの理工系の学生が教
養物理実験を 1年次（物理学科の学生は 2年次）
に履修し、年間約 1,000人以上が授業を通して
実験装置の使い方やレポートの書き方を学習す
る。 
学生の中には、物理実験を経験したことがな

い学生も多く、特に実験結果に対する考察に苦
手意識を持つ学生が多い。その原因としては、
物理に対する知識が不足していることに加えて、
知識を基に議論した経験が乏しいためであると
考えられる。 
そこで、事前学習及び実験レポートを書く際

の補助となるような支援システムの構築を検討
した。支援サイトを構築するに当たって今回は
moodleを用いた。Moodleとはオープンソフトウ
ェアの LMS(Learning Management System)である。
世界中で利用されており、日本では多くの企業
や大学でe-learningのサイトを構築する際に用
いられている。また、プラグインなどの拡張コ
ンテンツも豊富であり、個人単位で簡単に 
e-learning教材を作ることが可能である。 
 

2. 学習システム運用方法 
 

図 1は従来の実験授業のフロー図に今回提案
する学習支援システムを追加したものである。
学習支援システムに電子教材（e-Learning）を
作成し、事前学習すべき知識項目（レポートの
書き方、グラフの書き方、誤差・精度計算、考
察方法など）を作成する。レポートの書き方に
ついては回数を重ねるごとに徐々にヒントを減
らし、最終的には自身の力のみで作成できるよ
うな提示方法を検討する。 
また、実験の目的や実験の進め方などが分か

るワンポイントビデオなどをアップロードし、
学生が通学中や実験の最中にタブレットやスマ
ートフォンなどで閲覧可能な状態にすることで、
従来、説明に費やしていた時間を短縮し、学生
が主体となって実験を進められる環境を整え、
教員や学生間での議論の時間を多く設けること
により、実験の内容をより深く理解させること
を目指す。 
 

 
 

 

図 1：学習支援システム運用フロー 

 
3．終わりに 

 
本研究は初めての試みであったため、学習

支援システムの根幹である e-learning 教材
の開発環境を準備するのに時間がかかって
しまった。そのため、光の回折と干渉のテー
マに焦点を当て、スリットの作り方や読取顕
微鏡の使用方法などのビデオやスライドを
試験的に作成し、学生に閲覧してもらった。
すると、従来よりも、学生は実験における作
業や計測がスムーズに完了することができ
た。その結果、実験結果に対する考察により
多く時間をとることができ、学生は実験グル
ープ間や教員とより深く議論することがで
きた。 
今後は学習支援サイトの構築、及びすべて

の実験テーマにおける e-learning 教材の開
発を行い、実際に学習支援システムとして機
能させることを目指す。 
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